
＜校務利用＞ ③文章チェックの新時代 カスタムボットで効率的な校正を実現

札幌市立中央小学校（北海道）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A1

公文書表記を学習したカスタムボット（マイ
GPT）を作成し、文書の校正および誤表記の
チェックを実施した。表形式で改善案と改善理
由を出力させる。
文書提出前に誤字脱字や表記揺れを解消した

状態で供覧を行うことで、供覧者が文章の内容
に集中して添削できる環境を整えた。

プロンプト例

上図のように、生成AIからの出力は、原文・
修正案・変更理由が表形式に並ぶように指示し
ている。(プロンプト例参照)
変更理由を出力させることで、修正意図を確

認することができる。修正案のテキストのみの
出力よりも視認性が向上し、作業効率を高める
ことができる。

「知識」データは文化庁から発出されている公文書表記例や学習指導要
領などで構成することで、学校教育に即した形でアウトプットさせるこ
とができる。



＜校務利用＞ ③ 予算内の最適解を導き出す 効率化の新たなアプローチ

札幌市立中央小学校（北海道）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-A2

●背景と課題
予算内の物品選定における従来の課題
①パターンの算出、計算作業に時間がかかる
②人的ミスの発生リスク
③最適解の選定の困難さ

●組み合わせ条件の提示
・予算の提示
・品目、単価の提示

●モデルケースから一般化したマクロファイルを作成

●成果と課題
今まで表計算ソフト上で組み合わせ計算をして試行錯誤して

いた作業が、組み合わせの最適解をすぐに提示されることに
よって作業効率が上昇した。
マクロファイルの維持、更新にマクロの専門知識が必要で普

及には課題が残る。

●NEXT STEP
GPTsでこのプログラムをBot化させる。GPTs作成のプロン

プトも生成させることで、作成時間を短縮できた。共有リンク
を用いることで職員の誰もがプロンプトゼロで数値を打ち込む
だけで物品購入の最適解を導きだすことができるようになった。



＜教育利用＞ ③AI浦島太郎 「御伽草子」と「昔話」の結末の違いを探る

札幌市立中央小学校（北海道）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B1

本実践では、児童が
知っている昔話「浦島太
郎」と御伽草子版「浦島
太郎」を比較し、それぞ
れの描写や価値観の違い
に注目する。グループで
物語の主要な要素や違い
を話し合い、亀や玉手箱
の描写の違いについて具
体的に考える。また、生
成AIを活用して児童の疑
問を深掘りし、「なぜ御
伽草子版では亀が神秘的
に描かれているのか？」
といった問いを引き出す
ことで、物語に込められ
た歴史的背景や価値観へ
の理解を深める。この活
動を通して、文化や歴史
に対する意識を高め、よ
り深い学びを目指す。

５年 国語
「古典に親しもう 浦島太郎
〜御伽草子より〜」
児童：プログル生成AIコース
教師：ChatGPT

本時の問い：昔の人はどのようなことを考えていたのだろう？
〜浦島太郎からの考察〜

■プロンプト例
  小学校５年生で古典「御伽草子」の「浦島太郎」について勉強していま す。物語について聞い
ていくので、筆者や浦島太郎、亀の立場で回答してください。

素朴なギモン：浦島太郎のお話はなぜ
数百年も語り継がれているのだろう？

自らの問いを生成AIに打ち込んでいく、壁打ちしていく
中で、物語の教訓や太郎の「人間らしさ」にふれていく。  
  授業の終末には、浦島太郎のストーリーから得られる教
訓をもとに「現代版 浦島太郎」を生成。この話は今後数
百年と語り継がれるのだろうか？と問うと首を横に振る子
どもたち。
古典には不易の面白さ、登場人物の人間らしさがあるこ

とを実感していた。「御伽草子」の浦島太郎に出てくる鶴
と亀の考え方にも触れ、「鶴は千年、亀は万年」という
「縁起」についての昔の人の考え方もこのころから伝わっ
ていることにも気付いていった。



＜教育利用＞ ①②AIが持つバイアスから人間のバイアスへの気付きを生む

札幌市立中央小学校（北海道）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B2

AIが持つバイアスと人間のバイアス
プロンプトに「警察官」「幼稚園の先生」と入

力したときに生成された画像を見て、考えを交流
する。警察官は男性が多く、幼稚園の先生は女性
が多く生成されることや、アジア系が少ないこと
に気付く。
これまでに学んだ生成AIの仕組みを想起させ、

膨大の中から作成しているため、必ずしも日本が
中心ではないことを示す。
次に「幼稚園の先生 日本人」とプロンプト出

力する。しかし、生成結果に納得する児童は少な
い。「さっきよりは日本人っぽくなったけど、日
本人じゃないんじゃない？」などという声が聞こ
えてくる。

「自分たちの中にバイアスがないか？」

  肌や目、髪の色などの見た目の特徴に「日本人ら
しさ」を求めているとしたら、その見方は本当に
正しいのか、立ち止まって考えさせる。
自分たちのバイアスやステレオタイプを見直す

ことで、よりよいAIの活用に繋がることを学び、
意識改革の重要性を再確認した。 AIのバイアスを
学ぶことは、単にテクノロジーを使いこなすため
だけでなく、私たちが日常的に抱える先入観や偏
見を見直し、社会における公平性や多様性を尊重
するための重要なステップである。AIは人間社会
の写し鏡であり、私たちの価値観や倫理が深く関
わっている。

幼稚園の先生 幼稚園の先生 日本人

C:日本人がいないよ。
C:女性が多いよ。

C:日本人っぽくなったけど、
日本人じゃないよ。

AIを適切に活用するためには、まず自分自身がどのようなバイアスを
もっているのかを自覚し、そこから学び取る姿勢が不可欠である。

AIの進化は人間社会と密接に繋がっており、私たちがどのようにAIを
学び、利用するかが、よりよい社会を築くことにつながると考える。



＜教育利用＞ ①プログラミングで学ぶ機械学習

札幌市立中央小学校（北海道）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B3

このワークショップでは、画像認識の技術
を使ったプログラムを作成した。まず、カメ
ラで捉えた物体を正確に判断させるための学
習データを準備し、その後、カメラに映った
物体を判断して特定のアクションを起こすよ
うにした。
例えば、はさみがカメラに映ったときに、

ねこが「はさみ」と発声するように学習させ
るプログラムや自分の手の形を学習させ、
じゃんけんゲームを作成した。いずれも、使
用するブロックは5〜6個とシンプルで、初
心者でも簡単に組める内容である。
この技術は、応用することでさまざまな場

面で役立つ可能性を秘めている。アイディア
次第では、日常生活を便利にしたり、産業分
野に革新をもたらしたりすることができる。
参加者からは、
「機械学習を
使って他に何
かできないか
考えた。」と
いう感想も多
く寄せられ、
楽しく学べる
有意義な場と
なった。 ScratchはMITメディアラボのライフロング・キンダー

ガーテン・グループの協力により、Scratch財団が進め
ているプロジェクトです。https://scratch.mit.eduか
ら自由に入手できます。

図2.実際にワークショップで使用したスライドの一部

図1.画像認識したものの名前を言う
ようにプログラムした例

図3.児童アンケートの推移

AIや機械学習についての基礎的な知識の獲得が
見られる。また、身近なプログラミングソフトで
機械学習させる方法の理解も大きく向上した。

https://scratch.mit.edu/


＜教育利用＞ ③ 教師と共に学びの伴走者を担う生成AI

札幌市立中央小学校（北海道）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B5

算数の交流場面で、友達の考えが分からなくて困っているグループが
生成AIに聞くことで理解が進んだ場面があった。それを基に、グループ

はもちろん個の学びにおいても、生成AIが学びの伴奏者として思
考をサポートしてくれるのではないかと考えて実践した。

考えを確かめたり、新
しい考えの気付きやヒン
トをもらいながら、主体
的に学ぶ姿があった。

児童は目的達成の手段の一つとして、
必要と感じたときに生成AIと関わりな
がら思考していった。

算数が得意ではない児童も、生成AI
に対しては「もっと教えて。」「他の
やり方もあるの？」など、いつもより
意欲的な姿が見られた。

生成AIが学びの伴走者の役割を担ってくれれば、「指導の個別化」が更に充実し
ていくと考えている。

生成ＡＩｻｰﾋﾞｽ

生成ＡＩ

ｻｰﾋﾞｽ



＜教育利用＞ ①② 生成AIの活用をふり返り、必要な資質・能力を考える（前半）

札幌市立中央小学校（北海道）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B6

AI活用の
メリット

AI活用の
デメリット

子どもたちと共に、こ
れまでの活用をふり返り、
生成AIのメリット・デメ
リットを整理する中で、

改めて生成AIを活用
するために必要な資
質・能力について考
える学習を行った。

メリットのワードクラ
ウドでは、「くれる」と
いう言葉に着目し、私た
ちの生活にプラスになる
意見がたくさん出た。

一方で、デメリットでは、
「わからない」「間違う」
「ぐちゃぐちゃ」など、必
ずしも正しい回答とは限ら
ないことを再確認したり、
そこから生成AIを活用して
いくためのスキルを導き出
したりした。

ファクトチェックやより
具体的なプロンプト入力な

ど、これまでの経験が生
きた意見がたくさん出
てきた。



＜教育利用＞ ①② 生成AIの活用をふり返り、必要な資質・能力を考える（後半）

札幌市立中央小学校（北海道）【指定校】リーディングDXスクール事業 【AIパイロット校】

様式Ⅲ-B6

授業の前半を受けて、後

半は生成AIを活用する
ために必要な力は何か
ということと、それを自分
はどのくらい身に付けてい
ると思うかをアンケート
フォームで集約した。

回答をグラフ化したり生
成AIでまとめたりしたもの
を児童と共有した。そして、
必要な力をこれからいつ、
どんな場面で身に付けてい
くことができるかも意見を
出し合い、今後の生活につ
なげていった。
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